
春の訪れを感じさせるような暖かい日差しと来

賓・在所生・職員の温かい眼差しの中、３月３日

（水曜日）、当センター講堂にて理療教育課程第31回

卒業式が開催されました。

式典は盛大なる拍手に迎えられて、卒業生12名

（高等課程２名、専門課程10名）と修了生４名が入

場し、理療教育・就労支援部の鈴木部長の開会の言

葉で始まりました。国歌斉唱の後、岩谷総長は卒業

証書、修了証書を卒業生、修了生の一人ずつに手渡

し、熱く固い握手を交わしておられました。卒業

生・修了生は、卒業証書、終了証書と岩谷総長の熱

い気持ちをしっかりと、その両手に受け取りながら、

これまでの３年間、５年間の想いと卒業の喜び、こ

れからの期待、希望などを感じていたようでした。

総長の祝辞では、洪自誠の「菜根譚」や内村鑑三

氏、バンクーバー五輪の浅田選手などのお話しを交

えながら、豊かで素晴らしい人生に必要なものにつ

いて、卒業生や修了生が既にそれらのものを手にし

ていること、また手にしているそれらのものを持ち

続けることの難しさ、その先にある栄光と感動につ

いて語られました。その称賛と激励の言葉が、これ

からセンターという港を出て行く卒業生・修了生の

心に自信と勇気という光明を与える灯台の光のよう

に感じられました。

引き続き、ご来賓の厚生労働大臣、埼玉県知事、

同窓会組織である東光会会長からご祝辞を、全国の

関係機関・関係者・退官された職員の方など多数の

方々から祝電をいただきました。

卒業生を送る言葉では専門課程２年生の柳川直也

さんが、自身の体験や卒業していく先輩方との思い

出から、夢の大切さ、夢を叶えることの努力の大切

さについて述べられていた。学年の違いはあれど、

同じ学び舎で卒業式の今日まで共

に過ごして来た先輩達との別れを惜しみつつも、そ

の旅立ちの成功を期待する言葉が送られました。

卒業生からの別れの言葉は高等課程５年生の田中

宏さんが自らのエピソードから家族や友人への感謝

の言葉、ばらばらの知識が円のように繋がるという

発見によって、勉強に対する印象が変わって行った

こと、クラス対抗球技大会や臨床実習、センターで

の様々な出会いや体験の中で、人間関係づくりの難

しさと大切さを学んだこと、そんな貴重な体験が出

来たセンター生活を通して自らの道を見出したこと

が語られました。心のこもった一言一言が卒業式に

参加したすべての人達に伝わっていたように感じま

した。

蛍の光を斉唱し、鈴木部長の閉会の言葉にて卒業

式は滞りなく終了いたしました。

温かい拍手の中を自信と喜びという証書を胸に凛

と顔を上げて歩く姿は誇らしく、とても美しく映り

ました。未来を一歩一歩、確実に歩んでいく卒業生

たちにセンターの桜たちも少し早い花をつけて祝福

していた姿が印象的でした。

式典後、転任早々に素晴らしい卒業式に参加でき

た喜びを感じながら、来年、再来年と続いていく卒

業式も同じように素晴らしいと思っていただけるた

めに、自分に何が出来るのだろうかということを考

えていました。

その答えも今回の卒業式にあったような気がしま

した。

それは感謝することと、その気持ちを持ち続ける

努力をすることだと思いました。

すべての利用者の方々・すべての職員の方々・セ

ンターへ、改めて感謝いたします。

素晴らしい卒業式と素晴らしい気持ちをありがと

うございました。

〔更生訓練所情報〕

平成21年度理療教育課程第31回卒業式
理療教育・就労支援部　　教官　水沼　健生
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さる平成22年２月25日（木）から26日（金）に

かけて、三田共用会議所において、高次脳機能障害

支援普及事業「平成21年度第２回支援コーディネ

ーター全国会議」、「平成21年度第２回高次脳機能障

害支援普及全国連絡協議会」及び「公開シンポジウ

ム」が開催されましたのでご報告いたします。

「支援コーディネーター全国会議」は、支援拠点

機関等の支援コーディネーターの職務の向上と情報

交換を通じて支援施策の均てん化を図ることを目的

に、本年度より開催されています。今回で２回目の

開催となり、厚生労働省及び当センターから主催者

側として５名、学識経験者４名、そして支援拠点機

関等から支援コーディネーターとして、前回よりも

10名多い71名の方が参加されました（合計80名）。

今回の会議も、午前午後の２部構成といたしまし

たが、前回の会議で支援コーディネーターから「他

県の支援コーディネーターともっと情報交換できる

時間を作って欲しい」との要望があり、午前の部は、

支援拠点機関の「支援困難事例の紹介」を行いまし

た。

急性期に意識障害がない場合の自賠責後遺障害認

定の困難事例、借金を繰り返す高次脳機能障害者の

支援困難事例、就労支援において行動障害が顕著化

した失敗事例の紹介をいただき、改めて高次脳機能

障害者の支援の困難さを共通認識として持つことが

できました。

午後の部は、「高次脳機能障害と社会制度」「相談

記録（様式・管理）状況について」「相談者データ

の管理項目と方法」の紹介を行いました。特に「高

次脳機能障害と社会制度」については、医療費負担

軽減・自動車保険・労災保険・公的年金・雇用保

険・障害者福祉サービス・介護保険・成年後見制度

等、多岐にわたる社会制度の実例

紹介をいただき、支援コーディネ

ーター業務に大いに参考となった

と思います。

最後に、「新しい取り組みの紹介」を行いました。

支援拠点機関が独自に工夫して行っている高次脳機

能障害者に対する支援について参加者に知っていた

だくことも、支援コーディネーターの資質向上に役

立つものと思います。

前日の支援コーディネーター全国会議に引き続

き、「平成21年度第２回高次脳機能障害支援普及全

国連絡協議会」及び「公開シンポジウム」が開催さ

れました。

「高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会」は、

高次脳機能障害者に対する訓練方法及び社会復帰支

援方法等の検証と事業の実施状況の分析、普及啓発

方法等についての協議検討を目的に、支援普及事業

開始時の平成18年度から開催されています。

今回は出席者の利便性を考慮して支援コーディネ

ーター全国会議と２日連続の開催といたしました。

その効果もあってか、全国連絡協議会・公開シンポ

ジウムを合わせ、145名（厚生労働省及び当センタ

ーから主催者側として９名、学識経験者14名、そ

して都道府県より109名、一般傍聴13名）の参加が

あり、昨年と比べて27名増加となりました。

午前は、全国連絡協議会が行われ、当センター、

北海道、東北、関東甲信越、東京、東海、北陸、近

畿、中国、四国、九州沖縄、千葉県、岡山県の13

ブロックから平成21年度実施状況の報告を行いま

した。報告の中で、平成22年度には、全47都道府

県において、高次脳機能障害支援拠点機関が設置さ

れる見通しであることが報告されました。

午後は、公開シンポジウムが行われ、「大阪府に

おける支援ネットワークの構築について」「高次脳

機能障害に対するクリニックの実践－認知リハビリ

（グループ療法）から就労まで」「当事者の家族の立

場から」を演題に公開シンポジウムが行われました。

「大阪府における支援ネットワークの構築につい

〔病院情報〕

高次脳機能障害支援普及事業
「平成21年度第２回支援コーディネーター

全国会議」等の開催について
医事管理課
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て」では、大阪府障がい者自立相談支援センター栗

村由喜恵氏から、大阪府における拠点体制、高次脳

機能障害者の状況、ニーズ・資源等の調査報告を交

えながら、支援ネットワークの発達過程及び向後に

ついてお話しをいただきました。地域ネットワーク

構築のために奔走される支援コーディネーターに対

し、頭が下がる思いでした。

「高次脳機能障害に対するクリニックの実践－認

知リハビリ（グループ療法）から就労まで」では、

高槻市・やまぐちクリニック院長山口研一郎氏か

ら、クリニックにおける「認知リハビリテーション」

並びに「グループ療法の課題」等の実践・経過につ

いてお話しをいただきました。「大規模病院では、

こうはできないだろう」というような、地域密着型

の支援に感心いたしました。

「当事者の家族の立場から」で

は、日本脳外傷友の会理事長東川

悦子氏から、高次脳機能障害者の

生活実態調査と支援拠点機関の利

用状況調査についてお話をいただきました。当事者

から見た高次脳機能障害支援事業の評価では、「ソ

ーシャルワーク的な支援については改善を見ている

が、それに接続する具体的な訓練や生活・職業的支

援の体制は既存の取り組みはあっても、支援事業を

通じて構築されるにはさらに時間が必要となる。」

という結果が示され、支援普及事業の拠点センター

としてどのように事業を推進していくか、今後の参

考になるものと思います。

当日は、羽田空港の濃霧による航空機発着の乱れ

もあった中、多数のご参加いただき、誠にありがと

うございました。
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